
同
で
実
施
し
た
。
対
象
は
３０
歳
か
ら

５９
歳
ま
で
の
男
女
で
、
職
業
や
年
収
、

家
族
の
有
無
な
ど
は
不
問
。
内
訳
は
、

３０
歳
代
と
４０
歳
代
が
、
と
も
に
男
女

各
１
０
０
人
、
５０
歳
代
が
男
女
各
５０

人
。
全
５
０
０
人
？
つ
ち
、
独
身
者

は
１
４
１
人
に
上
る
。

な
お
、
質
問
に
関
し
て
は
、
実
際

の
健
康
状
態
と
は
関
係
な
く
、
「自

分
の
余
命
が
半
年
で
あ
る
」
と
仮
定

し
て
回
答
し
て
も
ら
つ
た
。

厳
し
い
闘
病
を
懸
念

「延
命
望
ま
ず
」
が
６
割

突
然
の
余
命
宣
告
。
あ
っ
て
ほ
し

く
な
い
こ
と
だ
べ

誰
に
で
も
あ
り
う

る
手」と
だ
。
素
直
に
受
け
入
れ
る
の

か
、
そ
れ
と
も
徹
底
抗
戦
す
る
の
か
）

最
初
に
、
「ど
ん
な
手
段
を
尽
く
し
て

で
も
延
命
を
望
む
か
」
ど
う
か
聞
い

て
み
た
［Ｑ
ｌ
］。

■ ライフ

Q2
生きている間に
「これだけは
やつておきたい」
ことはありますか?

も
し
も
、
余
命
が
半
年
で
あ
る
と
告
げ
ら
れ
た
ら
、
あ
な
た
は
何
を
思
い
、
何
を
望
む
だ
ろ
う
か
。

本
語
で
は
、
働
き
盛
り
の
３０
歳
代
か
ら
５０
歳
代
ま
で
の
男
女
５
０
０
人
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ｓ
希
望
な
ど
を
聞
い
た
。

併
せ
て
、
残
さ
れ
た
時
間
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
方
策
を
探
る
。　
本
儲

関
仁
巳
／
協
力

ぬ
Ｏ
Ｏ
コ
協
８
お
Ｊ

「延
命
を
望
む
」
と
回
答
し
た
の
は
、

・５
・６
％
に
過
ぎ
ず
、
「望
ま
な
い
」
が

５８
・０
％
に
上
っ
た
。
男
女
・年
代
別

に
見
て
も
、
一
様
に
「望
ま
な
い
」
が

「望
む
」
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

望
ま
な
い
理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

延
命
措
置
に
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
「延
命
治
療

を
し
て
苦
し
そ
う
な
知
人
を
何
人
か

見
て
き
た
。
本
人
も
見
守
る
人
た
ち

も
苦
し
そ
う
ス
３０
歳
代
女
性
）、
「廷

命
を
し
な
い
ほ
う
が
、
苦
痛
の
少
な

い
最
期
に
な
る
と
思
う
ス
３０
歳
代
女

性
）
な
ど
、
聞
病
生
活
の
厳
し
さ
を

懸
念
す
る
声
が
多
数
を
占
め
た
。

ほ
か
に
は
、
「金
銭
面
や
精
神
面
で

家
族
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」
な

ど
周
囲
の
過
重
な
負
担
を
心
配
す
る

声
や
、
「何
事
も
自
然
が
い
ち
ば
ん
」

「寿
命
と
で
つ
も
の
を
冷
静
に
受
け

止
め
た
い
」
な
ど
運
命
に
従
い
た
い
と

い
う
声
が
多
か
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
残
さ
れ
た
時
間
を
、

ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
い
の
な
）次
に
、

「生
き
て
い
る
間
に
フ
」
れ
だ
け
は
や

っ
て
お
き
た
い
Ｖ
」と
」
の
有
無
［Ｑ
２
］

を
聞
い
て
み
た
。
す
る
と
、
全
体
の

６８
・２
％
が
「あ
る
」
と
回
答
。
同
年

代
で
比
較
し
て
み
る
と
、
各
年
代
と

も
、
女
性
の
ほ
う
が
男
性
よ
り
も

「あ
る
」
を
選
択
す
る
率
は
高
か
っ
た
。

気
が
か
り
は
子
ど
も

女
性
の
希
望
は
現
実
的

「や
っ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
」
と

い
う
回
答
者
に
は
、
体
力
面
や
資
金
、

準
備
時
間
等
の
現
実
的
な
制
約
は
抜

き
に
し
て
、
最
大
三
つ
ま
で
具
体
的

な
希
望
や
夢
を
述
べ
て
も
ら
つ
た
。

主
な
回
答
は
１４
～
・５
今
の
表
に
ま

と
め
た
が
、
内
容
は
実
に
多
種
多
様

だ
。
全
体
的
に
は
、
男
女
と
も
、
「世

界

一
周
≒
家
族
旅
行
」
な
ど
旅
行
関

連
や
、
家
族
関
連
の
希
望
が
多
か
っ

た
。
女
性
は
男
性
よ
り
も
現
実
的
な

回
答
を
す
る
傾
向
が
強
く
、
と
り
わ

け
家
族
に
関
す
る
切
実
な
願
い
が
日

立
っ
た
。

そ
の
女
性
か
ら
、
回
答
を
い
く
つ

か
紹
介
し
て
ｒ
）
孔

「子
ど
も
ら
の
引
き
取
り
手
を
探
魂

頼
れ
る
人
が
い
な
い
の
で
ス
３０
歳
代
）、

「離
れ
て
暮
ら
す
子
ど
も
に
会
い
た
唸

自
分
の
都
合
で
一
緒
に
暮
ら
せ
な
く

な
っ
た
の
で
、
せ
め
て
も
の
罪
滅
ば
し

に
、
た
め
た
お
金
を
手
渡
し
た
い
ス
３０

歳
代
）、
「子
ど
も
に
料
理
を
教
え
た

い
。
い
つ
も
残
さ
ず
に
食
べ
て
く
れ
る

の
で
、
私
の
味
付
け
を
覚
え
て
ほ
し
Ｌ

（３０
歳
代
）
な
ど
、
子
ど
も
絡
み
の
泣

か
せ
る
回
答
が
少
な
く
な
唸

そ
の
一
方
で
、
「遺
言
を
し
っ
か
り

書
き
残
し
た
い
。
主
人
の
実
家
の
墓

に
は
入
り
た
く
な
い
の
で
女
３０
歳

代
）、
「遺
言
書
を
書
く
。
子
ど
も
に

遺
産
を
渡
し
た
い
。
主
人
に
は

一
円

も
渡
し
た
く
な
い
の
で
ス
５０
歳
代
）
な

ど
、
家
庭
不
和
を
感
じ
さ
せ
る
回
答

も
見
受
け
ら
れ
た
。

ま
た
、
「政
治
家
に
文
句
を
言
い
た

い
。
納
得
の
い
か
な
い
、
こ
の
世
の
不

条
理
や
理
不
尽
な
こ
と
に
対
し
て
、

腹
立
た
し
く
思
っ
て
い
る
ス
５０
歳
代
）、

「ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
や
ラ
イ
ブ
に
行

き
た
い
。
普
段
は
時
間
や
お
金
に
余

裕
が
な
く
て
行
け
な
い
。
心
か
ら
解

放
さ
れ
て
楽
し
み
た
い
ス
４０
歳
代
）
な

ど
の
ほ
か
、
「家
を
建
て
替
え
た
い
」

「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
が
し
た
い
」

な
ど
、
現
在
置
か
れ
て
い
る
状
況
に

姑
す
る
不
満
の
裏
返
し
と
取
れ
る
回

答
も
、
い
く
つ
か
寄
せ
ら
れ
た
。

一
方
で
、
日
常
の
現
実
と
は
離
れ

て
、
「以
前
好
き
だ
っ
た
人
に
会
い
た

唸

ち
ゃ
ん
と
さ
よ
な
ら
を
言
い
た
唸

３
秒
間
で
い
い
か
ら
抱
き
し
め
て
ほ

し
ぃ
ス
４０
歳
代
）
と
い
っ
た
ロ
マ
ン
チ
ツ

ク
な
回
答
も
あ
っ
た
。

趣
味
関
係
で
は
、
「家
族
で
サ
ー
フ

ィ
比

自
分
の
趣
味
な
の
で
、
子
ど
も

と

一
緒
に
し
て
み
た
い
ス
３０
歳
代
）、

「
ス
ト
ラ
デ
ィ
バ
リ
に
触
っ
て
み
た
い
。

あ
こ
が
れ
の
バ
イ
オ
リ
ン
だ
か
ら
ス
３０

歳
代
）な
ど
。

こ
の
ほ
か
、
「猫
の
引
き
取
り
手
探

し
を
し
た
い
。
猫
も
家
族
、
大
切
な

※注各設問は、自分が「余命半年」であると
宣告されたと仮定して回答してもらつた

Ql
どんな手段を
尽くしてでも延命を
望みたいですか?

わからない

29HO%

廷命を望む

23日0%

延命を望む
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Q3 会つてみたい著名人はいますか?命
だ
か
ら
ス
４０
歳
代
）
な
ど
、
ペ
ッ
ト

に
関
す
る
要
望
も
多
か
っ
た
。

宇
宙
旅
行
に
ロ
ボ
ッ
ト
…

少
年
時
代
の
夢
を
実
現

続
い
て
、
男
性
の
回
答
を
見
て
み

よ
孔ゝ

女
性
も
同
じ
だ
が
、
独
身
者

の
場
合
ｔょ
．、
や
は
り
「結
婚
」
や
「子

ど
も
を
持
ち
た
い
」
と
で
つ
回
答
が

少
な
く
な
い
。

「子
ど
も
と
遊
ぶ
≒
親
孝
行
」
な
ど

家
族
関
連
の
希
望
も
も
ち
ろ
ん
あ
る

が
、
男
性
の
場
合
は
、
「宇
宙
旅
行
」

や
コ
一足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
の
操
縦
ス
３０

歳
代
）、
「戦
聞
機
に
乗
り
た
い
ス
３０

歳
代
）な
ど
、
子
ど
も
の
＞」ろ
の
夢
の

実
現
を
望
む
声
も
目
に
付
く
。

そ
の
一
方
で
、
よ
り
現
実
的
に
、

「Ｃ
Ｄ
を
作
り
た
い
ス
３０
歳
代
）、
「書

き
た
め
た
小
説
を
出
版
し
た
い
ス
４０

歳
代
）、
「何
か
特
許
を
と
り
た
い
」

（３０
歳
代
）
な
ど
、
何
ら
か
の
か
た
ち

で
「生
き
た
証
し
」
を
残
し
た
い
と
い

う
回
答
者
も
い
た
。

趣
味
関
係
で
は
、
「フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
で

３
時
間
を
切
る
。
市
民
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
は
大
き
な
目
標
の
一
つ
だ
か
ら
」

（３０
歳
代
）、
「広
島
カ
ー
プ
主
催
の
野

球
観
戦
。
生
粋
の
カ
ー
プ
フ
ァ
ン
だ
が
、

今
ま
で
野
球
場
で
応
援
し
た
こ
と
が

な
い
の
で
ス
４０
歳
代
）な
ど
。

と
一―
ク
な
と
こ
ろ
で
は
、
「ハ
ー
レ

ム
生
活
ス
３０
歳
代
）、
「全
国
の
日
К

友
達
を
訪
ね
る
。
今
ま
で
付
き
合
っ

て
も
ら
つ
た
礼
を
述
べ
た
い
ス
４０
歳

代
）、
「ギ
ャ
ン
ブ
ル
。
有
り
金
す
べ
て

を
賭
け
て
の
大
博
打
が
し
た
い
ス
４０

歳
代
）、
「性
別
適
合
（性
転
換
）手
術
。

異
性
の
体
を
体
験
し
て
み
た
い
ス
４０

歳
代
）な
ど
。

な
お
、
男
女
と
も
、
仕
事
に
関
す

る
希
望
は
総
じ
て
少
な
か
っ
た
。

闘
病
生
活
で
は
、
「あ
こ
が
れ
の
人
」

の
存
在
が
心
の
支
え
に
な
る
こ
と
も

あ
る
。
そ
＞」で
、
「会
っ
て
み
た
い
著
名

人
」
の
有
無
を
聞
い
て
み
た
［Ｑ
３
〕。
結

果
は
男
性
２２
・８
％
、
女
性
３．
．２
％
だ

っ
た
。
具
体
名
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
、

皇
族
の
方
々
。
ほ
か
に
複
数
の
回
答
者

か
ら
名
前
が
挙
が
っ
た
の
は
、
イ
ナ
ロ

ー
や
ビ
ー
ト
た
け
し
、
桑
田
佳
祐
、
松

田
聖
子
な
ど
幅
広
い
世
代
に
支
持
さ

れ
る
大
物
た
ち
。
＞」の
ほ
か
沢
田
研

一
一、
野
口
五
郎
、
Ｉ
フ
イ

ド
ロ
ス

氷

室
京
介
、
楽
師
丸
ひ
ろ
子
、
原
田
知

世
な
ど
の
青
春
時
代
の
ス
タ
ー
や
、
新

垣
結
衣
、
中
川
翔
子
、
福
山
雅
治
、

小
栗
旬
、
嵐
の
相
葉
雅
紀
な
ど
の
旬

の
タ
レ
ン
ト
の
名
前
が
並
ん
だ
。

ま
た
、
精
神
的
な
も
の
を
求
め
て

か
、
作
家
の
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
や
医

師
の
日
野
原
重
明
さ
ん
な
ど
の
名
前

も
挙
げ
ら
れ
た
。

最
後
の
旅
は
家
族
と

人
気
は
世
界
遺
産
関
係

病
気
を
し
た
時
に
、
本
人
や
家
族

に
と
っ
て
良
い
日
標
と
な
る
の
は
、
旅

行
だ
。
「過
去
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る

場
所
も
含
め
、
生
き
て
い
る
う
ち
に

訪
ね
て
み
た
い
場
所
が
あ
る
旨
Ｑ
５
］

と
で
つ
回
答
者
は
、
男
性
６０
．８
％
、

女
性
６３
・６
％
だ
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
生
ま
れ
故
郷
な
ど

の
「思
い
出
の
場
所
」
と
、
「行
っ
た
こ

と
が
な
い
場
所
」
に
分
か
れ
る
。

思
い
出
の
場
所
は
、
新
婚
旅
行
や

家
族
旅
行
の
場
所
が
多
か
っ
た
。
こ

こ
で
は
そ
れ
以
外
の
回
答
を
、
男
性

か
ら
挙
げ
て
み
よ
孔ゝ

「沖
縄
の
小
島
。
若
い
＞」ろ
、
そ
の
島

に
働
き
に
行
き
、
島
の
方
々
に
お
世

話
に
な
っ
た
。
そ
の
時
の
気
持
ち
に

な
っ
て
自
分
の
人
生
を
振
り
返
り
た

ぃ
ス
３０
歳
代
）、
「香
川
県
直
島
。
別

れ
た
嫁
と
の
思
い
出
の
地
だ
か
ら
」

（３０
歳
代
）、
「水
戸
の
僧
楽
園
。
昔
、

デ
ー
ト
を
し
た
ス
５０
歳
代
）、
「台
湾
。

駐
在
生
活
を
経
験
し
た
思
い
出
の
場

所
だ
か
ら
ス
５０
歳
代
）。

次
は
女
性
の
思
い
出
の
場
所
。

ズ
ワ
イ
。
旦
那
と
出
会
い
、
結
婚
式

を
挙
げ

子
ど
も
を
授
か
っ
た
地
ス
３０

歳
代
）、
「ド
イ
比

留
学
を
し
て
い
た

時
の
思
い
出
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
」

（４０
歳
代
）、
「サ
ン
Ｚ
フ
ン
シ
ス
コ
の
フ
ィ

イ
ン
ャ
ー
マ
ン
ズ
ワ
ー
え

大
病
し
て
、

手
術
後
数
か
月
で
主
人
と
訪
ね
た
美

し
い
風
景
の
場
所
」
（５０
歳
代
）。

国
内
の
「行
っ
た
こ
と
が
な
い
場
所
」

同居する家族など普段そばにいる人以外で～
「この人だけには会つて別れを告げたい」
という人はいますか?'

過去に行つたことのある場所も含め←
生きているうちに訪ねてみたい
場所はありますか?

Q4

Q5
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できるだけ

体力の続く限り
′

仕事を続けたい

28B4%

■ライフ

Q6
現在の仕事を
今のまま
続けたいですか?

で
人
気
な
の
は
、
男
女
と
も
、
北
海

道
と
沖
縄
。
そ
れ
以
外
の
場
所
を
拾

っ
て
み
よ
孔ゝ

「秋
葉
原
。
オ
タ
ク
の
聖
地
と
呼
ば

れ
る
場
所
が
ど
ん
な
も
の
か
知
り
た

ぃ
ス
３０
歳
代
男
性
）、
「全
国
の
競
馬

場
。
競
馬
が
好
き
な
の
で
ス
３０
歳
代

男
性
）、
「富
士
山
。
日
本

一
の
地
に

足
跡
を
残
し
て
お
き
た
い
失
４０
歳
代

男
性
）、
「屋
久
島
。
縄
文
杉
を
見
た

ぃ
矢
３０
歳
代
女
性
）、
「宮
崎
県
高
千

穂
地
方
。
古
代
榊
話
が
好
き
な
の
で
」

（４０
歳
代
女
性
）、
「
四
国
の
霊
所
。
絶

対
に
回
り
た
い
。
功
徳
を
得
た
い
」

（５０
歳
代
女
性
）。

一
方
、
海
外
で
人
気
な
の
は
、
ハ
ワ

イ
や
グ
ア
ム
な
ど
の
「南
の
島
」
や
、

オ
ー
ロ
ラ
を
観
察
で
き
る
地
域
、
グ

ラ
ン
ド
キ
ゴ
一オ
ン
な
ど
の
雄
大
な
自

然
、
ペ
ル
ー
・マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
遺
跡
や
ス

ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ
・フ
軍
ミ
リ
ア
教
会

な
ど
の
世
界
遺
産
関
連
だ
。
ま
た
、

女
性
で
は
、
『赤
毛
の
ア
ン
』
の
舞
台
の

カ
ナ
ダ
・プ
リ
ン
ス
エ
ド
ワ
ー
ド
島
を

挙
げ
る
回
答
者
が
複
数
い
た
。

そ
ん
な
な
か
↓
主
人
の
母
の
お
墓
。

姑
に
は
き
つ
い
こ
と
を
言
っ
た
り
し

て
、
申
し
訳
な
か
っ
た
。
そ
の
お
わ
び

を
心
よ
り
申
し
上
げ
た
い
ス
５０
歳
代

女
性
）
と
の
し
み
じ
み
と
し
た
声
も

聞
か
れ
た
。

仕
事
続
け
る
？

世
代
で
異
な
る
結
果

と
こ
ろ
で
、
病
気
を
し
た
場
合
、

大
き
な
問
題
と
な
る
の
は
仕
事
だ
。

「現
在
の
仕
事
を
い
つ
ま
で
続
け
た
い

か
」
聞
い
て
み
た
が
［Ｑ
６
］、
年
代
に

よ
っ
て
か
な
り
差
が
出
た
。

３０
歳
代
男
性
で
は
、
「で
き
る
だ
け

速
や
か
に
辞
め
た
い
」
が
２９
・０
％
で
ヽ

「体
力
の
続
く
限
り
仕
事
を
続
け
た

ぃ
」
が
３０
．０
％
と
、
措
抗
。
こ
れ
に

対
し
て
、
４０
歳
代
男
性
は
前
者
が

２３
・０
％
で
、
後
者
が
４２
・０
％
ｏ
５０

歳
代
男
性
は
前
者
が
１８
・０
％
で
、
後

者
が
３８
・０
％
だ
つ
た
。

こ
の
結
果
は
、
バ
ブ
ル
期
以
降
に
社

会
に
出
た
３０
歳
代
が

上
の
世
代
以
上

Qア 幸雪昂留旨磐甲巴1たぃですか?

全体
(500人 )

Q8霞R皇琴解計
1と

2HO%

0日0%

6日0%

に
若
ｒ
」
ろ
か
ら
厳
し
い
競
争
に
さ

ら
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
関
係
し
て
い

る
か
も
し
れ
な
唸

女
性
で
は
、
仕
事
を
持
た
な
い
人

が
各
世
代
と
も
４
割
か
ら
５
割
弱
い

る
。
仕
事
を
持
つ
人
だ
け
で
比
較
し

て
み
る
と
、
男
性
と
同
様
に
、
３０
歳

代
は
、
「で
き
る
だ
け
速
や
か
に
辞
め



■ライフ

再婚して
子どもを持つ
もう一度家族の

す
`Fら

しさを

感じたい

結 婚 と出産

家族をもって愛情
あふれる生活をし

たいし、無償の愛
という形を経験し

たい

嫁の最期を
看取りたい
寂しがり屋の嫁を

歳して死ねない

母 親 孝行

孝行できないまま

父は早死にした。
その分、母親には

良い思いを
させたい

フルマラツンで
3時間を切る
市民ランナーとし

ては大きな目標の
一つだから

世界
一周旅行
存在がなくなる前に
いろいろな世界を

見ておきたい

損の子ども(孫 )を
抱くこと
幸せな気分に

なれると思う

結 婚 ‐

離婚したため、

幸せな家庭を

築きたい |

夫に
手 紙 を書 く

保険や銀行や家のことが

全くわからないだろうから

わかるようにして

おきたヽヽ

オーロラを
見たい
学生時代からの

夢なので

日本一日
せつかく日本に

生まれたのだから、

すべての都道府県

を見たい

子どもと
海外旅行
まだ6蔵と11歳の

子どもと思い出を

作 |,たい

家を建てたい

子どものころから

子どもを

授かりたい

警謬
終の様み家を
持ちたい
一人で人生を

振|サ逗れるような

場所を確保して

おきたいから

身辺整理
見られると

恥ずかしいものが

あるから!

身の回りの
整理
残つた家族に

迷惑を
かけたくない

借 金 を返 す

借金に追われない

生活をしてみたい

ので

多くの人に
命の大切さを伝える
無駄な人生を
生きてほしくない

から

二足歩行
ロポットの操職
子どものころの夢

嫁と国内を
1か月旅行
二人だけの時間を

作り、二人の思い出

をまた作りたい

自給自足
生活
興味がある

子どもが
欲しい
未来へ命を
つなぎたい

手紙 を書 く

家族や友達、
お世話になった

人に気持ちを

伝えたい

家族で
賀沢な旅行
自分にも残される

人にも楽しい

思い出を作りたい
鶏鞘轍 融 集める

「やつておきたいこと」とその理由
ι
:どと瑠号:  建琴えい
海外旅行をたくさん  主人との夢なので
でとなかつたから

ご壁整コ兵  身宅呉甲の 家族で旅行
色々 教えたい 整理

今まで行つた
―

^で

牛きて行Iュ| 口人誌な■恥ずか  場所をできるだけ
ように、必要なことを しtiコレクションを
教えたい    整理しておきたい

多く巡りたい 靱 軽勢与
教雹景安を
~IttF鬼

ゞ

ち望む
Tモ費瑳律董

ゴ諸魅の=轍硫騒踏
が 認gだ基RttP ttFえ三:r

星隷甲即鉾

借 金 の 整 理

借金を残しては

死ねないでしょう

現在の仕事を 広島カープ主催の
完成させる    野球観職
後世の人の役に 生粋のカープファンだが、
立つ。生きた意味が 今まで野球場で応援した
あるだろう      ことがない

J呵 [・シナリオ等を
書きたい

自分が生きた証しを

この世に残して

おきたい

科学の
普及活動
科学を理解する人を

増やすという
アプローチで、
良い社会をつくる

鷲 盤
｀

Ir 税金対策

自分の
持ち物の処分

写真や題味のコレ

クション、蔵書など

家族が処分に困る
から

〒 絲 熟帥騨 計聯
く
即
を
轟、

家族で旅行 つ浮再職議書 抱ザ暫孝る
写二羅獣蝠 静 :ヽ

攣
翻選Ч希亀ぶ
鱒詩尊粋

重岳秦a宣墨姿そ亀ヨ猛簿」
職翼奮に

旅をした経験が  子どものころの夢
ないから

なった

監嫁 露陸れヵ、 票課|
もめないよう1こ   自分あ続きを  家族をうくりたぃ

残したい        :  i

離
l材 攀;

串
!::::!与::!甘

に期蹴ら:!!::|:::|:!i臨
寝台列車での
家族旅行
子どものころ
からの夢

出産 i

愛する人の

子どもを

産みたいから

家族、親膜と
たくさん話をする
感謝の気持ちを

'

言いたい

日本―周
′ヽイクツーリング
バイク乗りの

あこがれなので

霜 聰 鞠

む

識

生きていたことを   漫IJたい。今は    子どものころ
確認するため    ゃIチたくても     からの夢

できないから

夢酔に生ど与::ξ暁謝、 矩 М

…

醍 弥 、 撃 解

言いたい。3秒間で  遠くて会えない   ゅっく
`)と
流れる

いい力ち抱きしめて 学生の時の友人に  時間を楽しみたい
ほしい      会いたい    .

不要なものの   本当に
処分等の手配  好きな人と旅行
ほかにしてくれる  なんとなくで結婚
身内、友人、知人が  してしまつたことを
いないため   後悔しているから

ができるから    処分したい

結婚
したことが

孫の成長を見たい    ないので

一人息子の

結婚
やはり将来の

伴fBを見て安心して

死にたい

役立つ   仕事の  何か特許を  宇宙旅行
商品の開発   まとめ   とりたい  宇宙から地球を
かゞ々に喜んでもらいかヽ。  30年の経験を   自分の功績が   見ると世界観が
自分の存在価値を   誰かに伝えて   何かしらの形で  変わるとか。そんな
確認したい      るきたい     残つてほしい    体験をしたい 帖 纂部

と 小説を書く ヵトゥ_ンの  本ノルル

誠藉蓄Ff塾と、
出晟 い最耐 い
帥猫き獣で`4箋妻昭死訂劉子

柿 霧絲離
子どもの
しつけ

私がいないと、一人

で何もできないから隷
発
ぷ
 扁桑た亀岳

たが、じっくり  生きていた
る機会が     証しとして
,つた

響  1停 第男み麟細
したい   行く末について、

子どものころからの   きちんとして
夢だから     おきたい 鍮 隷

また
′ヽイクに
乗りたい
題味なので

手がけている

事業で目幅瞳威
目標に到連するからこそ、
今の苦労が報われなと
思うから |;

起味を思い切り
楽しみたい
凛悟してシングルなので、

仕事に追われてなかなか

自分の時間が取れない

身辺 整理

残つた夫が何も
わからないから

子どもへのエ
ビデオレタ
=まだ娘は幼い ||

ので、いろいろど ,|

伝えたい  |

人助けが   全国の
性別適合  ギャンブル

したい  m�i輝≧を節ねる
手術   有り金全部を

私自身も以前、  今まで付き合つて
異性の体を体験    賭けての

助けられておネとも   もらつたネしを
してみたいから   大博打がしたい

言えなかつたため   述べたい

ヨットレースで
優勝
快感だから

海辺で
ゆつくり暮らす
最近、自分の

時間の大切さに 募 戦 締 謙
娘たちへの
手紙
心の中で思つて

いたことを心のまま

伝えたい

レンピを残す 身の回りの製 大切に思う人と 世 4摯 手紙や

単をζ詠 だど箕婁換魯 胡てみ詐 JとF彊壇∵耳Iビデォレみを残す
を基ヽえ孫ときるえ ξ轟Iラξ5rf〒 自分iことを岳再禅あ:ととき 言哲窒よ璽彊蛍T件離鉢耀こと協課 :解尋:藤艦 郎椰誌:.鶴群

祢絨 培荘I胸 州絲身詳
げた 手`ゼ赫 乱気付いた

騨 幹 議!鸞 ::継
輸k攀

|

蕗鶴 :

遺言を 全財産を  口_ンの返済
子どもの

結婚
しつかり書き残す 領:い 5民た電「   返済するまで

`ま醤
!編馨1題靴紳越子発|

家を
建て直したい

だいぶ年数が

経つてきたから

坊轟劫ど
含めⅢの整理

家族でヨーロツパ   海91k行
―日の旅    自分が大好きな街ヘ
これまで家族で    行き、風景を
旅行する時間が   目に焼き付けて
作れなかった     おきたい

発]そ【ま名Fギ簸ツ電融→諸 |:`雪き手:i 観 識 こ
今は拘東時間が

`1屯訴 ないま
i説

Ⅲ100万単位で
ギヤンブルしたい
000円 くちいしか

|かけたことがない

から

海外移住
またIよ長期滞在
第二の人生を

楽しみたい 餞i郵 鞘|:岬
日本語教育の
勉強  ,
日本語教師に 〔

大型の
輸入パイクに
乗りたい

なりたかつた rⅢ
若いころからの

長いから
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※該当する項目をすべて選択

た
い
」
と
「体
力
の
続
く
限
り
仕
事
を

続
け
た
い
」
の
差
は
な
い
が
、
４０
歳
代

と
５０
歳
代
は
、
と
も
に
後
者
が
前
者

を
だ
い
ぶ
上
回
っ
た
。

半
分
弱
が
希
望

最
期
の
時
は
自
宅
で

家
庭
で
療
養
し
な
が
ら
、
自
宅
で

の
死
も
選
べ
る
よ
う
に
と
、
一
昨
年

４
月
、
「在
宅
療
養
支
援
診
療
所
制

度
」
が
導
入
さ
れ
た
。
ま
だ
診
療
所

数
や
看
取
り
の
体
制
は
十
分
に
整
っ

て
は
い
な
い
が
、
自
宅
で
最
期
を
迎
え

る
道
は
開
け
た
。
そ
＞」で
、
「人
生
最

期
の
瞬
間
を
迎
え
た
い
場
所
」
に
つ
い

て
聞
い
て
み
た
［Ｑ
７
］。

調
査
前
は
、
「自
宅
で
」
と
望
む
人

が
大
半
か
と
予
想
し
た
が
、
「は
い
」

を
選
択
し
た
の
は
、
４５
。８
％
に
と
ど

ま
っ
た
。
「わ
か
ら
な
い
」
が
ほ
ぼ
同
率

の
４４
・６
％
、
「い
で
え
」
す
な
わ
ち
自

宅
以
外
を
望
む
回
答
者
は
９
・６
％

だ
っ
た
。

な
ぜ
、
自
宅
以
外
な
の
か
。
多
か

っ
た
の
は
、
「主
婦
だ
か
ら
、
必
然
的

に
子
ど
も
へ
の
負
担
に
つ
な
が
る
。
そ

れ
だ
け
は
避
け
た
い
」
な
ど
、
家
族
の

負
担
を
配
慮
す
る
声
だ
。
ま
た
、
「病

院
の
ほ
う
が
後
の
処
理
が
楽
そ
う
だ

か
ら
≒
病
院
の
ほ
う
が
苦
し
ま
ず
に

死
ね
そ
う
だ
か
ら
」
「家
族
が
余
計

に
悲
し
み
そ
う
」
な
ど
自
宅
で
死
を

迅
え
る
こ
と
へ
の
不
安
を
訴
え
る
回

答
者
も
複
数
い
た
。　
　
　
　
「　
．

こ
の
ほ
か
、
「大
き
な
空
の
も
と
で

死
に
た
い
」
「家
族
の
前
か
ら
は
そ
つ

と
消
え
た
い
≒
美
し
い
風
景
の
中
で

最
期
を
迎
え
た
い
」
と
い
っ
た
理
想
を

語
る
回
答
者
も
い
た
。

遺
言
に
関
し
て
は
、
男
女
で
か
な

り
温
度
差
が
あ
っ
た
。
「遺
言
を
残
し

た
い
」
か
ど
う
か
聞
い
た
質
問
［Ｑ
８
］

で
は
、
女
性
は
過
半
数
の
５３
・６
％
が

「残
し
た
い
」
と
回
答
し
た
が
、
男
性

は
訊
ｏ６
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

ま
た
、
「遺
品
や
遺
産
に
関
す
る

要
望
の
有
無
〓
Ｑ
９
】で
も
、
「あ
る
」

と
で
つ
回
答
者
は
、
女
性
が
３３
・６
％

な
の
に
対
し
て
、
男
性
は
１４
・０
％
と

少
な
か
っ
た
。

そ
の
内
容
を
少
し
紹
介
し
よ
えヽ

男
性
で
は
、
「大
切
に
し
て
い
る
時

計
を
息
子
に
譲
り
た
い
」
「所
有
す
る

バ
イ
ク
は
将
来
、
息
子
に
乗
っ
て
ほ
し

い
名
結
婚
指
輪
は
娘
に
も
ら
つ
て
ほ

し
い
≒
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
博
物
館
に
寄

付
」
「本
や
Ｃ
Ｄ
は
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出

す
な
ど
し
て
希
望
者
に
あ
げ
た
い
」

「
野
良
猫
の
保
護
に
使
っ
て
ほ
し
い
」

な
ど
。
女
性
の
要
望
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、

特
に
「行
き
先
」
に
関
す
る
注
文
が

多
い
。
「手
づ
く
り
し
た
趣
味
の
品
を

家
族
や
友
人
に
も
ら
つ
て
ほ
し
い
」

「遺
品
は
す
べ
て
燃
や
し
、
遺
産
は
犬

の
世
話
を
し
て
く
れ
る
人
に
あ
げ
た

い
」
「子
ど
も
が
け
ん
か
し
な
い
よ
う

に
公
平
に
」
コ
日
楽
関
係
に
基
金
と

し
て
寄
付
し
た
い
」
と
い
っ
た
回
答
が

寄
せ
ら
れ
た
。

た
だ
、
な
か
に
は
「
親
に
は
何
も

い
」
を
選
択
し
た
の
は
、
男
女
と
も
２

割
弱
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
「葬
儀
は

質
素
に
。
た
だ
し
、
気
持
ち
は
あ
り

が
た
く
頂
戴
し
て
お
＞」う
」
と
で
つ
こ

と
な
の
か
。

ま
た
、
著
名
人
の
葬
儀
に
感
化
さ

れ
て
か
、
「自
分
の
好
き
な
音
楽
を
流

し
た
い
」
と
で
つ
回
答
者
が
、
男
性

‐９
。２
％
、
女
性
２６
・４
％
に
上
っ
た
。

今
後
は
、
形
式
に
と
ら
わ
れ
な
い
個

性
的
な
葬
儀
が
、
い
っ
そ
う
増
え
て
い

く
の
か
も
し
れ
な
唸

最
後
に
、
遺
骨
を
粉
状
に
し
て
海

な
ど
に
ま
く
「散
骨
」
に
つ
い
て
の
考

え
を
聞
い
て
み
た
［Ｑ
「
］。

散
骨
を
望
む
回
答
者
は
、
男
性
が

２４
・８
％
、
女
性
が
３２
・４
％
だ
っ
た
。

少
な
く
と
も
１０
年
前
な
ら
ば
、
い」
れ

ほ
ど
の
数
字
に
は
な
ら
な
か
っ
た
だ

ろ
孔ゝ現
状
で
は
、
散
骨
を
禁
じ
た
明
確

な
法
律
は
な
い
が
、
条
例
で
規
制
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
た
だ
、
海
へ

の
散
骨
は
次
第
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。

回
答
者
の
希
望
す
る
場
所
も
、
「故

郷
の
海
≒
き
れ
い
な
海
」
な
ど
大
半

が
海
だ
っ
た
。

海
以
外
で
は
、
「宇
宙
空
間
；
富

士
山
上
空
名
景
色
の
良
い
山
の
頂
」

「迷
惑
の
か
か
ら
な
い
山
の
中
名
実

家
の
庭
先
；
自
宅
の
桜
の
木
の
下
」

な
ど
の
回
答
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

「遺
灰
で
人
エ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
作
れ

る
そ
う
な
の
で
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
し

て
も
ら
い
、
子
ど
も
に
持
っ
て
い
て
も

ら
い
た
い
」
と
で
つ
回
答
者
も
い
た
。

家
族
に
対
す
る
情
愛
は
昔
も
今

も
変
わ
ら
な
い
が
、
葬
送
に
対
す
る

意
識
は
、
時
代
と
と
も
に

化
し
て
い
る
と
言
え

■ライフ

葬協Iよ親族など
身肉だけで
済ませたい

香典・供花は
辞退したい

無宗教形式で
執り行いたい

■ 全体(500本 )

開 男性(250本 )

饉 女性(250本 )
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葬懐には絶対に
来てほしくない
人間がいる

その他

ボ
ス
ピ
ス
ケ
ア
研
究
ハ♂
に
学
ぶ

大
切
な
人
が
余
命
半
年
に
な
っ
た
ら
…

ど
ん
な
に
心
の
強
い
人
で
も
．
実
際
に
余
命
を
宣
告
さ
れ
た
ら
．
平
静
で
は

い
ら
れ
な
い
も
の
だ
。
そ
ん
な
時
、
大
き
い
の
は
家
族
の
存
在
だ
。
残
さ
れ
た
時
間
を

充
実
さ
せ
る
た
め
の
家
族
と
し
て
の
心
構
え
を
専
門
家
に
聞
い
た
。

任
意
団
体
「
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
研
究

会
」
の
平
野
友
子
さ
ん
は
、
今
回
の
本

誌
の
調
査
を
「良
い
試
み
」
と
評
価
し

た
う
え
で
、
い」う
話
魂

「健
康
な
う
ち
か
ら
、
自
分
の
死
に

つ
い
て
意
識
し
た
り
、
や
り
た
ｒ
」と
に

つ
い
て
夫
婦
で
話
し
た
り
す
る
の
は
、

非
常
に
良
い
こ
と
で
立
υ
普
段
か
ら
、

そ
れ
が
で
き
て
い
れ
ば
、
い
ざ
と
い
つヽ

時
、
何
を
目
標
と
す
る
の
か
、
ヒ
ン
ト

を
見
つ
け
や
す
い
と
思
い
ま
す
」

同
会
は
、
が
ん
終
末
期
の
息
者
と

家
族
の
た
め
の
ケ
ア
の
あ
り
方
を
研

究
す
る
団
体
で
、
『大
切
な
人
が
「余

命
６
ヵ
月
」
と
い
わ
れ
た
ら
？
宍
河
出

書
房
新
社
）
な
ど
の
監
修
書
が
あ
る
。

平
日
に
は
、
「が
ん
電
話
相
談
ス
午
前

■
時
～
午
後
５
時
旧
０３
・３
９
８
４
・

３
２
９
１
）
を
実
施
し
て
い
る
が
、
家

族
か
ら
の
電
話
で
よ
く
、
「本
人
に
何

を
し
て
あ
げ
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な

い
」
と
で
つ
相
談
を
受
け
る
こ
と
が

あ
る
。
そ
ん
な
場
合
、
本
人
に
率
直
に
聞

い
て
は
ど
う
か
と
助
言
す
る
が
、
た

い
て
い
は
驚
か
れ
る
と
で
免

「話
し
合
っ
て
は
い
け
な
い
領
域
に

踏
み
込
む
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
よ

う
で
す
が
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
話
し
合
え

ば
、
お
互
い
の
気
持
ち
が
見
え
て
き

ま
克

本
音
を
ぶ
つ
け
あ
う
の
を
避

け
て
い
た
ら
、
何
も
具
体
的
な
こ
と

が
出
て
こ
な
い
ま
ま
、
病
状
だ
け
が

進
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

（平
野
さ
ん
）

な
か
に
は
、
家
族
に
遠
慮
し
て
気

持
ち
を
抑
え
込
む
人
も
い
る
が
、
そ

れ
で
も
心
境
が
変
わ
る
こ
と
は
あ

り
、
「聞
い
て
ほ
し
い
サ
イ
ン
」
を
出
す

こ
と
も
あ
る
。
い
っ
た
ん
何
も
い
ら
な

い
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
れ
を
鵜
呑
み

に
せ
ず
に
、
治
療
や
病
状
な
ど
の
変

化
が
あ
っ
た
時
に
「何
か
な
い
か
」
と

聞
い
て
み
る
の
も
良
唸

「病
状
が
進
め
ば
行
動
範
囲
は
狭

ま
り
ま
克

で
も
、
で
き
る
こ
と
が
な

く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小

さ
な
こ
と
で
も
何
か
目
標
が
あ
れ

ば
、
お
互
い
の
気
持
ぢ
が

克

何
も
で
き
な
か
っ
た
班
、
し
な
い

う
ち
に
、
相
手
が
亡
く
な
っ
て
し
ま

う
と
罪
悪
感
に
襲
わ
れ
、
な
か
な
か

立
ち
直
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
」

（平
野
さ
ん
）

た
だ
し
、
本
心
か
ら
何
も
特
別
な

こ
と
は
望
ま
ず

と
に
か
く
配
日段
ど

お
り
」
に
接
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

る
人
も
い
る
の
で
、
注
意
が
必
要
だ
。

何
が
本
音
な
の
か
見
極
め
る
に

は
、
普
段
か
ら
Ｐ
ュヽ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

よ
く
取
呪
、
本
音
を
話
す
時
に
ど
ん

な
表
情
や
表
現
を
す
る
の
か
、
相
手

の
癖
を
お
さ
え
た
り
、
相
手
の
感
情

の
変
化
を
読
み
取
る
力
を
身
に
つ
け

た
り
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
言
え
る

渡
し
た
く
な
い
」
「旦
那
に
は
行
か
な

い
よ
う
に
者
姉
夫
婦
に
は
財
産
を
渡

し
た
く
な
い
」
と
い
っ
た
ド
ラ
イ
な
声

も
チ
ラ
ホ
ラ
あ
っ
た
。

７
割
が
「身
内
で
葬
儀
」

３
割
が
「散
骨
」
を
希
望

や
る
こ
と
を
済
ま
せ
た
ら
、
あ
と

は
人
生
を
ど
う
締
め
く
く
る
孔

「葬

儀
に
関
す
る
希
望
Ｌ
Ｑ
ｌＯ
］を
選
択

式
で
聞
い
て
み
た
。

日
立
つ
の
は
、
「親
族
な
ど
身
内
だ

け
で
済
ま
せ
た
い
」
と
で
つ
回
答
者
の

多
さ
だ
。
男
性
は
６８
，４
％
、
女
性
は

７２
・４
％
に
達
し
た
。
さ
ら
に
、
「そ
の

他
」
を
選
択
し
た
回
答
者
か
ら
は
、

「で
き
れ
ば
し
て
ほ
し
く
な
い
」
「葬
儀

は
必
要
な
い
」
と
で
つ
声
も
多
く
聞

か
れ
た
。

た
だ
、
「香
典
・供
花
は
辞
退
し
た

か
よ
し
れ
な
い
。

も
う

一
つ
人
事
な
の
は
、
「支
え
る

人
を
支
え
る
」
と
で
つ
視
点
だ
と
平

野
さ
ん
は
言

えヽ

た
と
え
ば
、
親
と

離
れ
、
遠
方
に
住
む
子
ど
も
だ
と
、

何
も
し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
と
悲
し
む

ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
で
き
る
こ
と
は
あ

る
。
直
接
、
世
話
を
し
て
い
る
の
が
母

親
な
ら
、
そ
の
母
親
に
電
話
を
し
、

愚
痴
を
聞
く
、
そ
れ
だ
け
で
も
母
親

は
だ
い
ぶ
救
わ
れ
る
は
ず
だ
。

世
話
す
る
者
が
精
神
的
に
追
い
つ

め
ら
れ
る
と
、
息
者
本
人
に
も
影
響

す
る
。
見
落
と
さ
れ
が
ち
だ
が
、
世

話
す
る
者
が
何
も
か
も
背
負
い
込
ま

な
い
よ
う
に
周
囲
が
配
慮
す
る
こ
と

が
、
実
は
非
常
に
大
切
な
の
だ
。
　
Ｗ

諒黄ウやつリー20081012 1617 諒売りやつリー20081012


